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A 152　乾燥マコン-T<n復水物性乙その微紹丿構造（2)

　　　　広島寸学院大短丈　o興日ﾖ弘枝A Ml大原E研ｲ左蕎幸男

食　物　77

　目的乾壕マコンブ川

水中-?'復水｡（復奴僕渡ヤ復私表面積と復裁量と。厠係乳てフＱマ報告した薦太拠ﾕ浸

漬水申に洛出ず１成分・）5 昿(2やそ心巴・無橋貳アミノ態堡%^の溶出量を経時的

に濯僕ﾌﾞろ乙芸（電仰組樵細胞化す的に限。局在と運溥にj: る溶孜態乞観察しに

　方汪　試料It /ns年９月, 函館苧石崎町マヽ准靫｡されたl年生の天然マコンブ左夭日乾燥

だ七だもの。葉珠の中同部・両瑞刳

冠i: 6 ｝( 3 %。)用い，仕免琢洛運漬Iた, 溶出成をの測定は/霧ぴは/ヽ･μ，氏汽無機質は

炎丸分光尤遭計。アミノ態萱%はSμ。。｡<n ら－^ 溥定法によった。電顕によるNo観蔡の

tこめの載料は2％アンキモン酸カ■; ウムと牟％オスミウム･祓rしpHｸ2に調雙した爽で固定

し，エタノーノレ脱札　i4-;ン包遠，薄刀後，無望色標本色観察した。

　結果　り　/収は揚油後/ 分で約2ﾀ%, タタです琲％溶出する。2）ぴ゛は揚油後) 分で約

27%, 占分で｀約4釧A瑠出する。3)　アミノ態窒集は湯漬後／分で/^痢夕分で約舛-A 溶in

する。4)　電毀親祭による乙吸は電子不透明々忿澱粒子乙しマ認幻られる。乾謹試料では

主｡に,表皮細胞ヤ飾管舒に存在するが，夕分湯漬後の試料では粒｝の教の減少州茫ら置る。

A 153 キ

僻

／コの中性脂f の脂助郷籾巍について

lU 廿? 大　包哉　広井　晦

　目的　キノコの脂肪酸組域<r)特敬老明b^ i>ヽ･rすろ且りz" 曳験名狸・乙き乙おリ. 既に全

脂噴の鮨l狗賊組成乙引

艮。更に坤性脂哨乙リン隨tの脆郎醵組成にっ□樟i^ I 瓦粋果. に脂嗜の脂肪喬組s^'

1$ 寺Iニ] の複嶺i-よろ差,ま今－く，中性fill E タI: ひべ珊廠ｶりK ･ifl恥? ,

I こご今引吝仙戟戦組成に特晦の為弓キノゴと用い. や性脂裟(n k体右＆めるいい¨り-b.

りμ｀七滋無脂商趙o^flU肺蔵組在にっぺ搾訂し瓦心叙を'^ ^ 。

　力法　萱験にlぷ那山守周a ご前取しft: if i =*-/コ瓜･U｀驀培＆£.用四e 。陥噴-n 抽出＼Zヽ1

ロD ネIしム，)(？ノ- ;l (ヱこいにz 忙郎i , 恥にh 汪に譚じ■乙悴埋L z脂噴^埓，漕

層n a 1 トり¨う丿- にぷ･り卜りりI -b.リ　ド(丁々)>^症剱脂肪鵜(P肘にろ画した。丘恥

f冰心咀悛i^ヽy､子/しをL , がフ1ロｌトn" ラフ'> －ど脂咄肢組岑^^析した。

　絲呆(Dツ^ りケ，･^ツオウジ゛為,どはヵす, つ吽･<^も丁e f'Iきり) - ',魂ずﾀﾀ･･r，FA

I古T(^ |- tむべ1 乙パIしミデン鮮やｽ牙Tリン酵rﾀﾀﾛ。@ 呼千7 り"9 ケ, テンn 夕y 4 16"

I?-D)1) のT <2tぞ1求オレ1ン有ずﾀり･が, nキど味･り- iL醜ザ99 (I 。･pA IS 了いことt A"ろ

'^飽和酸めt'陪ずタド'. (D)シロハヽｿ1 ケ乙｀゛it･i}i<r,丁々はtレ４ン弩がﾀﾀnり。ク守ご･3

') ) -夏ilが･かi . TtA f I岑カガ，りそどもフテ？りン毎が^ むくｸﾀI) ，＠ハイイロカラ

耳子q ケどは･力割　ワ守乙もl6iど吋ス予了I) ･恥りり, 石A i.''If郵こスラ7 リン跡が

１し< 9夕日。⑤エノヰ'9ヶのカすの丁々陪才レイゾ酸がカりず，つ牛-2" 1すり- 心酸ｹﾞ勿

｀.・̂－に他th キI = I- Iま町75-ｕ リノレン醵が庁ﾂﾞ,以上言参孔i。Tf A は飽和敏がﾀﾀu・


